
モノイダル圏への関手を用いた代数の構成について
yohhey

一般に圏 C からモノイダル圏 Dへの関手 F : C → Dで，良い性質を持つものから，Dにおける代
数 AF を取り出すことができることが知られている．特に C がモノイダル圏，D がブレイドモノイ
ダル圏，F がモノイダル関手で良い性質を持つ場合は，AF は D における双代数となり，更に C が
リジッドモノイダル圏であれば，AF は D におけるホップ代数となる．他にも D の性質 (ブレイド
構造，リボン構造など)に対して，AF は対応する構造 (準三角構造，リボン構造など)を持つ．この
ような圏と関手の組と代数の間の対応関係を淡中・クライン双対という．本講演では，まず関手か
らの (余)代数の構成の一般論を説明する．そして，具体例として有限次元ホップ代数 H を用いて構
成される二つの圏とその忘却関手から，二つの代数を構成する．一つ目の例では，ホップ加群の圏
HMH とベクトル空間の圏Vectk への忘却関手から，ハイゼンベルグダブル H(H)を構成する．二
つ目の例では，左 H 加群の圏 HMの右ドリンフェルト中心 Zr(HM)とVectk への忘却関手から，
ドリンフェルトダブル D(H∗)を構成する．また時間が許せば，イエッター・ドリンフェルト加群の
圏 HYDH の HMH への右作用から，H(H)の右 D(H∗)-comodule algebra 構造が得られることを
紹介する．
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